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品化は、出願後 14 年の 2004 年のことであり、欧米に比べて実に８年遅れた。そして、
2006 年の現在世界シェアの 90％は欧米の企業に奪われている。
　しかし、この事例は、「研究の芽は欧米から、製品化とビジネスは日本で」という
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する FD‐OCT（Fourier Domain 
OCT）23、24）、あるいは、SD‐OCT
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